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２０２２年９月２０日 

九州旅客鉄道株式会社向け「サステナビリティ・リンク・ローン」への融資について 

～脱炭素社会の実現に向けたＣＯ₂排出量削減の取組みを後押し～ 

明治安田生命保険相互会社（執行役社長 永島 英器）は、九州旅客鉄道株式会社（以下

「ＪＲ九州」）を借入人とする「サステナビリティ・リンク・ローン」に融資を行ないました

ので、お知らせします。 

サステナビリティ・リンク・ローンは、事前に設定されたサステナビリティ・パフォーマンス

目標（以下「ＳＰＴ」）の達成状況によって金利などの条件が変動する仕組みとなっており、

借入人の取組み・行動変容を後押しすることで、環境・社会面において持続可能な経済活動

および経済成長を促進・支援することをめざすものです。 

ＪＲ九州は、２０５０年度までのＪＲ九州グループ全体のＣＯ₂排出量実質ゼロをめざす

とともに、中間目標として２０３０年度までにＪＲ九州単体のＣＯ₂排出量５０％削減

（２０１３年度対比）（注１）を掲げています。 

本融資は、ＣＯ₂排出量削減の中間目標をＳＰＴに設定しているＪＲ九州が２０２２年 

９月に策定したサステナビリティ・リンク・ローン・フレームワークに基づいています。  

また、当該フレームワークは、ローン・マーケット・アソシエーションが定める「サステナ

ビリティ・リンク・ローン原則」に適合している旨の第三者意見（注２）を、株式会社日本格付

研究所より取得しています。 

当社は「確かな安心を、いつまでも」という経営理念のもと、ＥＳＧ投融資を通じて

グローバルな環境・社会課題の解決と国内地域経済活性化等の地域貢献により、社会的価値

を創出することを推進しています。引き続き、責任ある機関投資家として、持続可能な社会

の実現に貢献していきます。 

【案件の概要】 

借入人 九州旅客鉄道株式会社（ＪＲ九州） 

契約締結日 ２０２２年９月２０日 

サステナビリティ・

パフォーマンス目標 

ＪＲ九州単体のＣＯ₂排出量（Ｓｃｏｐｅ１＋Ｓｃｏｐｅ２）を

２０３０年度までに５０％削減（２０１３年度対比） 

対応するＳＤＧｓ 

目標 

 

（注１）ＪＲ九州の企業活動からの直接排出（Ｓｃｏｐｅ１）および企業活動でのエネルギー（電力、熱等）利用
に伴う間接排出（Ｓｃｏｐｅ２）によるＣＯ₂排出量（エネルギーの使用の合理化等に関する法律で定め
られる定期報告の集計値）。同社の事業活動により排出される温室効果ガスは、ほぼすべてがＣＯ₂ 

（注２）株式会社日本格付研究所（ＪＣＲ）による評価レポート https://www.jcr.co.jp/greenfinance/ 

以 上 


